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お問い合わせ
ご連絡電話番号096-232-5656 サンライズヒル介護老人

保健施設

通所リハビリテーション、入所、カルチャー、ボランティア担当

支援相談員　岩崎 まで

「個人情報保護について」サンライズヒルでは、ご利用者様・その他の関係者様に関しての個人情報に関連する法令の遵守に取り組んでいます。

社会医療法人社団熊本丸田会
　熊本整形外科病院
　熊本リハビリテーション病院
　南郷谷整形外科医院
　介護老人保健施設サンライズヒル
　訪問看護ステーションひまわり
　指定居宅介護支援事業所サンライズヒル
　菊池地域リハビテーション広域支援センター
　通所リハビリテーション熊リハ病院

開催予定日 行事名
7月22日㈮ 夏祭り（中止）
9月10日㈯ 敬老会

10月下旬～11月上旬 文化祭
1月14日㈯ 新年会
3月末 桜の宴

　4月に大規模な地震が熊本で発生しました。今、現在も
被災された方々は辛い生活を送っていると思います。一
日でも早く熊本が復興できるようにサンライズヒル職員
一同足並みを揃えて頑張っていきますので、今年度もサ
ンライズヒルをよろしくお願いします。

（リハビリテーション科：坂田）

　今回ご紹介したい利用者様は通所リハビリをご利用の吉田英夫様です。
　昭和18年1月11日生まれの現在73歳でいらっしゃいます。吉田様は
週4回通所リハビリをご利用されており、いつもリハビリに意欲的なこ
とはもちろんですが、趣味も多彩で木工や園芸、フラワーアレンジメン
トなど様々なアクティビティやカルチャー活動に参加されています。
　性格はいつも物静かで温厚な吉田様ですが、一つひとつのことへ
取り組む姿勢は熱い思いとこだわりがあり、木工などの力仕事から
制作活動のような手先を細かく使う仕事までいつも丁寧な作業をさ
れています。その姿は他の利用者の方からも評判で吉田さんの仕事
を手本として作り方を真似する利用者の方もいるほどです。
　今後も吉田さんの制作された木工の作品や園芸活動の様子も広報誌で紹介して行きたいと思います
ので是非どのような作品が出来るか楽しみにしておいて下さい。私ども職員も吉田さんが生きがいを
持って、長く幅広い活動できるよう支援していきたいと思います。� （通所リハ：吉崎）
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の宴桜
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サンライズヒルNews

ご挨拶 　この度の熊本地震によりお亡くなりになられた方々に謹んでお悔やみ申し上
げますとともに、被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。

　また、多数の皆様方より心温まる御声かけやお見舞いをいただきましたこと、衷心より感謝申し
上げます。

（介護老人保健施設サンライズヒル：職員一同）

　「第 2回曲手桜の宴」を平成 28年 3月 26日（土）に行いました。
　今年は桜の開花が遅く開催日に間に合うか心配されましたが、当日は天候にも恵まれ、桜も満開
でした。参加された方からは「最高ですね !!」「きれいだね～。」等、沢山の感動の言葉をいただき、
自然の織りなす美しさに思わずため息がでました。
　ステージではキッズガーデン子供たちの可愛らしく元気一杯のエビ・カニ体操、菊陽町老人クラ
ブ連合会の皆さんによる華麗なダンス、美空すずめショーではすずめさんのお孫さんの小すずめちゃ
んの参加もあり、童謡オンパレードで大変盛り上がりました。（裏方に徹していた職員も参加された
皆さんと一緒におてもやんダンスで存在をしっかりＰＲしましたがいかがでしたか？）　
　屋台では産山村様から赤牛の丸焼きや乳製品各種、菊陽学園様からパン各種、菊陽苑様から饅頭
その他、浜食品様から新鮮でおいしい野菜、また、熊リハ病院栄養科からも出店があり、それぞれ
にお目当てのものを購入され、花より団子？の胃袋を満たされていました。
（豪華な花見弁当は熊リハ病院レストランで準備しました。お味はいかがでしたか？）
　プログラム最後は桜の宴最大のイベントである大抽選会！当たった方も外れた方も楽しんでいた
だけたのではないでしょうか。ご参加いただいた皆さんありがとうございました。

　このイベントから約 3週間後熊本は大きな地震にみまわれました。
震災で自宅が全壊・半壊・一部損壊になった方もいらっしゃると思います。
余震が続き不安な中で日々頑張っている私たちですが、
サンライズヒルの大きな桜の木は、来年もきっと
満開の桜の花々で心を癒してくれることと思います。
来年も必ず大桜の下でお会いしましょう！
『がんばろう！くまもと！』　
『がまだせ！くまもと！』
　　　　　　　　　　　（通所リハ：福田）
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被災者の声
　私は、いつもと同じ日常を過ごしていました。4月14日（木）9時半頃、地震はいきなり起きました。
最初は、下から突き上げてくるような揺れ、そしてそれに続く横揺れ。家中の家具が倒れ、停電し、
何も見えない中、家から出ました。景色は一変していました。家屋は、崩れ、泣き叫ぶ人、助けを
呼ぶ人もいました。私は、隣の家のおばあちゃんが家具に押しつぶれたと聞いたので近所の人と助
け出しました。そして、家族の安否を確認し、病院に急行しました。しかし、益城町だけひどく、
病院は影響なく、一安心しました。そして、避難所に行くと、怪我をした人、人を探している人、様々
な人がいました。家族と合流し、余震が続く中、外で一夜を過ごしました。夜は、ヘリが数十台とび、
自衛隊、警察、救急車とサイレンが飛び交っていました。夜が明けると、家屋は倒壊し、道路は陥
没し、電柱は倒れ、今まで過ごしてきた町並みは一変していました。昼間は、家の片付けや道路整
備を手伝い、1日が過ぎていきました。夜は、家の駐車場で車中泊していました。16日（土）1時半頃、
またもや下から突き上げてくるような地震と激しい横揺れが起こりました。家は倒壊し、車はぶつ
かり合い、忘れられないほどの恐怖を感じました。こうして、家がなくなり、車中泊、避難所生活
が始まりました。最初は、皆さん恐怖と不安でイライラし、食べるものも飲むものもありませんで
した。しかし、ライフラインが復旧すると、避難所には、毎日支援物資、炊き出し、ボランティア
の方々が来て下さいます。本当にありがたく、感謝してもしきれないほどです。私も支援物資の運搬、
道路整備、家の片付けなどできることがあればやっていますが、個人の力では限界があるので熊本
の復興に尽力してくださる方に本当に感謝しています。被災した方は体力的、精神的、金銭的にも
きついかもしれませんが、被災したことを振り返らず、前に進んでいってほしいと思います。今の
辛さを乗り切り、必ず熊本県、益城町、被災した方々は復興すると私は信じています。

　　リハビリテーション科：吉本

　４月14日（木）、16日（土）と二度にわたり震度7の地震が熊本県一帯を襲い、私は２日共震源地
である益城の実家に居ました。突然下からものすごい勢いで突き上げられ横揺れに変わり、すぐ停
電し周りは何も見えなくなりました。恐怖の中家族と声掛け合い、必死の想いで外へ逃げ出しました。
父親の実家は倒壊し、母親の家は、なんとか住める状態では残りました。父親は自分の生まれた家
を目の前に泣き崩れていました。その後、家族と共に避難所生活が始まり車中で夜を過ごす毎日が
続いていましたが、今はビニールハウスで生活をしています。避難所には、毎日ボランティアの方々
が、炊き出しや、支援物資を持って来て下さっています。自分達には、本当にありがたく感謝の気
持ちで一杯です。今被災者の方々は精神的、体力的にもきついかもしれませんが、後を振り返らず、
前に進んで行くしかないと思います。今の辛さを乗り切り必ず熊本は復興すると私は信じています。

看護介護部：田上

　４月14日（木）、当日震源地である益城の実家に居ました。急に大きな揺れが来たのですが、直
ぐに収まるだろうと、ベッドの上で座っていたのですが収まるどころか揺れはだんだん激しくなり
真横に有るタンスが倒れてきて、あと数センチの所まで倒れてきました。
　こんなに激しくて強い地震は初めて経験し、まさか熊本でこんなに大規模な地震が起こるとは思
いもしませんでした。私達家族４人と、母親、姉夫婦は今もまだ避難所暮らしです。
　ボランティアの人達、全国から食料や義捐金を送って下さった人達に心から感謝しています。
　熊本が1日でも早く復興し、元の生活に戻れるよう心から願っています。

看護介護部：豊田
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「水のない生活」
　平成28年4月14日（木）21時26分熊本を中心としたマグニチュード6.5、最大震度７。そして、4月
16日（土）1時25分マグニチュード7.3、最大震度7という大きな2つの地震がおきました。平成28年
度がスタートした矢先の出来事でした。
　私は西原村で１人アパート暮らしをしており、１度目は私の住まいの近郊はたいした被害もなかっ
たのですが２度目の地震です、西原村も大変な事になりました。電気も消え、水も止まりどうしてい
いのか分からない状態で、近くのコンビニの駐車場で避難していました。他の避難されている方も混
乱している様子でした。
　一週間ほど経ち、落ちついた時に初めて冷静になると、西原村は電気の復旧も早く、ガスも閉栓し
ていなかったのですが水が出ない状態でした。今回生まれてはじめて水がないという経験をしまし
た。トイレ、お風呂、食事、洗濯、生活をしていくうえで必要な行動にはすべて水が必要であるのだ
と今更ながら気付きました。
　未だ避難所生活、自宅に帰宅できない方、ライフラインが復旧していないご家庭も数多いと思いま
す。必ず復旧するのを信じて皆さんと一緒に頑張っていきましょう。

（通所リハ：岩元）

熊本城マラソン
　2月21日（日）熊本城マラソンに参加してきました。他にもマラソンは参加していますがここは沿
道の応援がすごいです。ハイタッチのため上げた腕が下ろせない状態が続きます。給水、給食や沿道
のボランティアさんや一緒にゴールを目指している見ず知らずのランナーさんと話ながらどうにか
ゴールできました。私はどこに行っても走るときには赤いユニフォームを着ています。「元」ですが
広島県民の平和とか復興への祈りみたいなものですかね。これからも走りますので見かけたらハイ
タッチ、応援よろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　（看護介護部：大津谷）
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カルチャー：押し花
　現在、押し花教室が新通所ルームで
開かれております。外部の先生が来ら
れて季節の花など使って押し花をして
おります。その押し花を使って５月は
カレンダー作りをしました。皆さんそ
れぞれ素敵な作品ができました。マ
ジックでカレンダーに通所の利用日や
押し花教室の日など書き込んでいただ
けると楽しみ方も膨らみます。
　ぜひ興味のある方は顔をのぞいてみ
て下さい。多数のご参加お待ちしてお
ります。　　　　（通所リハ：岩元）

チューリップが咲きました（園芸）
　以前、広報誌で紹介しました「チューリップの球根植え。」
　真冬の寒さを乗り越え、３月の半ばには蕾がつき、3月後半には色
とりどりの花を咲かせてくれました。定番の赤、白、黄色。珍しかっ
たのがサーモンピンク！他にも白で縁取られたチューリップや花び
らが縮れたチューリップもあり、本当にきれいに咲きました。球根
を植える前に全ての球根を混ぜて植えたので、何色が咲くのか、ど
んなプランターに仕上がるのか分かりませんでしたが大成功！！
　残念ながら、♪赤～白～黄色～♪とはなりませんでした（＾^ ）

　（通リハ：奥村）

季節の制作活動
　通所では、季節の制作活動をしています。
　２～３月はひな祭りに関する制作活動。３～４月は鯉のぼりに関する
制作活動をし、利用者様が一生懸命作成してくださったので完成するこ
とが出来ました。制作の内容は紙を丸めたものを大きな絵に貼り付けて
いき、ひとつの大きな絵を完成させるという物です。
　この制作活動では指の細かな動きや腕の筋
力向上にも繋がるように行っています。又、
季節を感じてもらうと認知症予防にもなり 
ます。
　今後も季節の制作をしていきますので、利
用者様もぜひ参加して下さい。

（通所リハ：岩元）

6笑顔と感動あふれるコミュニティ　サンライズヒル

通所リハビリテーション通信
節分豆まき
　２月３日（水）、節分の日に通所で豆まきを行いました。
　通所に来た鬼を利用者の皆様で豆をまき、鬼退治!!ビックリして顔を
そむけたり、逃げる利用者様。鬼退治をする為、鬼に向かって豆をま
く利用者様。
　みなさん、しっかり鬼を退治して下さいました。
　豆をまいた後は、みなさんで豆をおいしく頂きました。

　　　　　　　　　　　　　　　（通所リハ：岩元）

まごころレシピ

マグロは、ぼーっとした脳の働きを良くし、肝臓の
疲れ解消に効果があります。また、マグロに含まれ
ているDHAやEPAには、筋肉中に蓄積された疲労
物質の乳酸を体外へ排出してくれる働きがあります。
アボカドも肝機能の低下を防止してくれる働きがあ
ります。
肝臓が疲れてしまうと、夏バテを起こしやすくなり
ます。
肝臓を元気にしてくれる食べ物を食べて、元気に夏
を過ごしましょう☆� （栄養科：恒吉）

作

り

方

①��マグロは2cm大に切り、塩昆布であえて10
分おきます。

②�アボカドは種を除き、2cm大に切ります。
③��10分経ったら、①と②を混ぜ合わせ、ごま
油を回しかけて和えます。お好みでお醤油
を少したらしても美味しいです。

夏の疲れを解消！体が喜ぶ元気レシピ！
＜材料＞2人分

・�まぐろ（刺身用）�
………… 200g
・アボカド… 1個

・塩昆布�…… 20g
・�ゴマ油�
……… 小さじ1

夏の疲れを解消！体が喜ぶ元気レシピ！


